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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の指針軸に取り付けられて第１時刻を表示する第１指針と、
　前記第１の指針軸と異なる位置に設けられる第２の指針軸に取り付けられて第２時刻を
表示する第２指針と、
　前記第１の指針軸および前記第２の指針軸とは異なる位置に設けられる指針軸に取り付
けられる指示針と、
　操作部と、
　前記操作部の操作に基づいて、前記第１時刻を修正する第１時刻修正モードまたは前記
第２時刻を修正する第２時刻修正モードを設定するモード設定部と、
　前記第１時刻修正モードが設定された場合、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置
を指示させ、前記第２時刻修正モードが設定された場合、前記指示針に前記第２指針を指
示させる表示制御部と、を備える
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器において、
　前記指示針は、前記第１時刻に対応するカレンダー情報を表示可能に設けられ、
　前記表示制御部は、前記第１時刻修正モードが設定された場合、前記指示針に前記カレ
ンダー情報を表示させる
　ことを特徴とする電子機器。



(2) JP 6492794 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電子機器において、
　文字板を備え、
　前記第１の指針軸は、前記文字板の平面中心に位置し、前記第２の指針軸は、前記文字
板の平面中心から外周方向にずれて位置している
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の電子機器において、
　前記第１時刻修正モードが設定された状態で、前記操作部のタイムゾーン修正操作が行
われると、前記第１時刻のタイムゾーンデータを修正し、前記第２時刻修正モードが設定
された状態で、前記操作部のタイムゾーン修正操作が行われると、前記第２時刻のタイム
ゾーンデータを修正するタイムゾーン設定部と、
　修正された前記第１時刻のタイムゾーンデータに基づいて前記第１時刻を修正し、修正
された前記第２時刻のタイムゾーンデータに基づいて前記第２時刻を修正する時刻修正部
と、を備える
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項５】
　請求項４に記載の電子機器において、
　第３指針を備え、
　前記表示制御部は、前記第１時刻修正モードが設定された場合、前記第１時刻のタイム
ゾーンデータを前記第３指針に指示させ、前記第２時刻修正モードが設定された場合、前
記第２時刻のタイムゾーンデータを前記第３指針に指示させる
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の電子機器において、
　前記第１指針は、第１時針と第１分針を備え、
　前記第２指針は、第２時針と第２分針を備え、
　前記表示制御部は、前記第１時刻修正モードまたは前記第２時刻修正モードが設定され
た場合、前記第１時針、前記第１分針、前記第２時針、前記第２分針を継続して運針させ
る
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の電子機器において、
　前記表示制御部は、前記指示針に前記第２指針を指示させた後、予め設定された指示時
間が経過すると、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を指示させる
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の電子機器において、
　前記表示制御部は、前記指示針に前記第２指針を指示させた状態で、前記操作部の指示
終了操作が行われると、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を指示させる
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の電子機器において、
　前記表示制御部が前記指示針に前記第２指針を指示させる際、前記指示針が取り付けら
れる指針軸から指示方向に伸びる直線が、前記第２指針の先端が描く円と交差する範囲の
所定位置を指示させる
　ことを特徴とする電子機器。
【請求項１０】
　第１の指針軸に取り付けられて第１時刻を表示する第１指針と、前記第１の指針軸と異
なる位置に設けられる第２の指針軸に取り付けられて第２時刻を表示する第２指針と、前
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記第１の指針軸および前記第２の指針軸とは異なる位置に設けられる指針軸に取り付けら
れる指示針と、操作部と、を備える電子機器の時刻修正方法であって、
　前記操作部の操作に基づいて、前記第１時刻を修正する第１時刻修正モードまたは前記
第２時刻を修正する第２時刻修正モードを設定し、
　前記第１時刻修正モードを設定した場合、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を
指示させ、前記第２時刻修正モードを設定した場合、前記指示針に前記第２指針を指示さ
せる
　ことを特徴とする時刻修正方法。
【請求項１１】
　第１の指針軸に取り付けられて第１時刻を表示する第１指針と、前記第１の指針軸と異
なる位置に設けられる第２の指針軸に取り付けられて第２時刻を表示する第２指針と、前
記第１の指針軸および前記第２の指針軸とは異なる位置に設けられる指針軸に取り付けら
れる指示針と、操作部と、を備える電子機器に実行させる時刻修正プログラムであって、
　前記操作部の操作に基づいて、前記第１時刻を修正する第１時刻修正モードまたは前記
第２時刻を修正する第２時刻修正モードを設定し、
　前記第１時刻修正モードを設定した場合、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を
指示させ、前記第２時刻修正モードを設定した場合、前記指示針に前記第２指針を指示さ
せる
　ことを特徴とする時刻修正プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器、時刻修正方法および時刻修正プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、互いに異なる時刻を表示可能な時分針を２組備えた電子時計が知られている（例
えば、特許文献１参照）。
　特許文献１の電子時計は、文字板の中心に回転軸が位置する第一分針および第一時針を
備えた第一指針と、文字板の中心から６時方向にずれた位置に回転軸が位置する第二分針
および第二時針を備えた第二指針とを備えている。この電子時計は、リューズが第一引出
位置状態にあると、第一指針の修正を実施する第一指針修正モードに移行し、リューズが
第二引出位置状態にあると、第二指針の修正を実施する第二指針修正モードに移行する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－８５０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の電子時計では、ユーザーは、リューズを引き出して第一指
針または第二指針を修正する際、リューズの位置と修正モードとの関係を覚えていない場
合は、第一指針修正モードが設定されているか、第二指針修正モードが設定されているか
を簡単に判断できない。このため、時刻を修正しにくいという問題があった。
【０００５】
　本発明の目的は、複数の時刻を表示可能であり、かつ、時刻を修正し易い電子機器、時
刻修正方法および時刻修正プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の電子機器は、第１時刻を表示する第１指針と、第２時刻を表示し、前記第１指
針とは位置が異なる第２指針と、前記第１指針および前記第２指針とは位置が異なる指示
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針と、操作部と、前記操作部の第１時刻選択操作を検出すると、第１時刻選択信号を出力
し、前記操作部の第２時刻選択操作を検出すると、第２時刻選択信号を出力する検出部と
、前記第１時刻選択信号が入力されると、前記第１時刻を修正する第１時刻修正モードを
設定し、前記第２時刻選択信号が入力されると、前記第２時刻を修正する第２時刻修正モ
ードを設定するモード設定部と、前記第１時刻修正モードが設定された場合、前記指示針
に前記第２指針とは異なる位置を指示させ、前記第２時刻修正モードが設定された場合、
前記指示針に前記第２指針を指示させる表示制御部と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　本発明によれば、ユーザーが第１時刻選択操作を行うと、検出部は第１時刻選択信号を
出力し、モード設定部は第１時刻修正モードを設定する。そして、表示制御部は、指示針
に第２指針とは異なる位置を指示させる。また、ユーザーが第２時刻選択操作を行うと、
検出部は第２時刻選択信号を出力し、モード設定部は第２時刻修正モードを設定する。そ
して、表示制御部は、指示針に第２指針を指示させる。
　ここで、指示針に第２指針とは異なる位置を指示させるとは、指示針によって第２指針
が選択されていないとユーザーが判断できる位置を指示させることである。例えば、第２
指針の回転領域や、第２指針の回転領域の周囲に設けられたサブダイヤルとは異なる位置
を第２指針に指示させる。
　また、指示針に第２指針を指示させるとは、指示針によって第２指針が選択されている
とユーザーが判断できる位置を指示させることである。例えば、第２指針の回転軸を第２
指針に指示させる。
　これによれば、第１時刻修正モードが設定された場合、指示針は第２指針とは異なる位
置を指示するため、ユーザーは、指示針を確認することで、第２時刻修正モードが設定さ
れていないことを直感的に把握できる。すなわち、第１時刻修正モードが設定されている
ことを把握できる。また、第２時刻修正モードが設定された場合、指示針は第２指針を指
示するため、ユーザーは、指示針を確認することで、第２時刻修正モードが設定されてい
ることを直感的に把握できる。これにより、時刻を修正し易くできる。
【０００８】
　本発明の電子機器において、前記指示針は、前記第１時刻に対応するカレンダー情報を
表示可能に設けられ、前記表示制御部は、前記第１時刻修正モードが設定された場合、前
記指示針に前記カレンダー情報を表示させることが好ましい。
【０００９】
　本発明によれば、通常時に指示針によってカレンダー情報を表示できるため、カレンダ
ー情報を表示する専用の指針を別途電子機器に設ける必要がなくなるため、電子機器が備
える指針の数を少なくできる。
　また、第１時刻修正モードが設定された場合、指示針は、通常時と変わらず、第１時刻
に対応するカレンダー情報を表示するため、第１時刻修正モードが設定されていることを
分かり易く表示できる。
【００１０】
　本発明の電子機器において、文字板を備え、前記第１指針の回転軸は、前記文字板の平
面中心に位置し、前記第２指針の回転軸は、前記文字板の平面中心から外周方向にずれて
位置していることが好ましい。
【００１１】
　第１指針は、回転軸が文字板の平面中心に位置している比較的長い指針であり、第２指
針よりも回転領域が大きい指針である。このため、指示針に回転領域が大きい第１指針を
指示させる場合と比べて、指示針に回転領域が小さい第２指針を指示させる場合の方が、
指示対象を明確に指示できる。
　このため、第１時刻修正モードが設定された場合、指示針に第２指針とは異なる位置を
指示させ、第２時刻修正モードが設定された場合、指示針に第２指針を指示させることで
、第１時刻修正モードが設定された場合、指示針に第１指針を指示させ、第２時刻修正モ
ードが設定された場合、指示針に第１指針とは異なる位置を指示させる場合と比べて、第
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１時刻修正モードまたは第２時刻修正モードが設定されていることを分かり易く表示でき
る。
【００１２】
　本発明の電子機器において、前記検出部は、前記操作部のタイムゾーン修正操作を検出
すると、タイムゾーン修正信号を出力し、前記第１時刻修正モードが設定された状態で、
前記タイムゾーン修正信号が入力されると、前記タイムゾーン修正信号に応じて前記第１
時刻のタイムゾーンデータを修正し、前記第２時刻修正モードが設定された状態で、前記
タイムゾーン修正信号が入力されると、前記タイムゾーン修正信号に応じて前記第２時刻
のタイムゾーンデータを修正するタイムゾーン設定部と、修正された前記第１時刻のタイ
ムゾーンデータに基づいて前記第１時刻を修正し、修正された前記第２時刻のタイムゾー
ンデータに基づいて前記第２時刻を修正する時刻修正部と、を備えることが好ましい。
【００１３】
　本発明によれば、ユーザーは、タイムゾーン修正操作を行うことで、この操作に連動し
て第１時刻または第２時刻を修正できるため、操作部を操作して第１指針または第２指針
の表示時刻を目的の地域の時刻に手動で合わせる場合と比べて、操作を簡単にできる。
【００１４】
　本発明の電子機器において、第３指針を備え、前記表示制御部は、前記第１時刻修正モ
ードが設定された場合、前記第１時刻のタイムゾーンデータを前記第３指針に指示させ、
前記第２時刻修正モードが設定された場合、前記第２時刻のタイムゾーンデータを前記第
３指針に指示させることが好ましい。
【００１５】
　ここで、第３指針は、第１指針と同じ位置に設けられた指針でもよいし、第１指針とは
異なる位置に設けられた指針でもよい。
　本発明によれば、ユーザーは、第１時刻修正モードが設定された場合、第３指針を確認
することで、第１時刻のタイムゾーンデータを把握でき、第２時刻修正モードが設定され
た場合、第３指針を確認することで、第２時刻のタイムゾーンデータを把握できるため、
タイムゾーンデータの修正が必要か否かを容易に判断できる。
【００１６】
　本発明の電子機器において、前記第１指針は、第１時針と第１分針を備え、前記第２指
針は、第２時針と第２分針を備え、前記表示制御部は、前記第１時刻修正モードまたは前
記第２時刻修正モードが設定された場合、前記第１時針、前記第１分針、前記第２時針、
前記第２分針を継続して運針させることが好ましい。
【００１７】
　本発明によれば、第１時刻修正モードまたは第２時刻修正モードが設定された場合、ユ
ーザーは、各指針を確認することで、現在時刻を把握しながら第１時刻または第２時刻を
修正できる。
【００１８】
　本発明の電子機器において、前記表示制御部は、前記指示針に前記第２指針を指示させ
た後、予め設定された指示時間が経過すると、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置
を指示させることが好ましい。
【００１９】
　指示針は、第２指針を指示した後、指示時間が経過すると、例えば、夏時間の設定等を
表示する。
　本発明によれば、ユーザーは、第２時刻選択操作を行った際、指示針を確認することで
第２時刻修正モードが設定されたことを把握でき、その後、指示時間が経過して移動した
指示針を確認することで、夏時間の設定等を把握できる。
　これによれば、夏時間の設定等を表示する指針を別途設ける必要がないため、電子機器
が備える指針の数を少なくできる。
　また、ユーザーは、指示針が第２指針を指示した後、操作手段を操作することなく、夏
時間の設定等を把握できるため、操作を簡単にできる。
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【００２０】
　本発明の電子機器において、前記検出部は、前記指示針による前記第２指針の指示を終
了させる前記操作部の指示終了操作を検出すると、指示終了信号を出力し、前記表示制御
部は、前記指示針に前記第２指針を指示させた状態で、前記指示終了信号が入力されると
、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を指示させることが好ましい。
【００２１】
　本発明によれば、ユーザーは、第２時刻選択操作を行った際、指示針を確認することで
第２時刻修正モードが設定されたことを把握でき、その後、指示終了操作を行い、移動し
た指示針を確認することで、夏時間の設定等を把握できる。
　これによれば、夏時間の設定等を表示する指針を別途設ける必要がないため、電子機器
が備える指針の数を少なくできる。
　また、ユーザーは、指示針が第２指針を指示した後、夏時間の設定等を把握したいと考
えて指示終了操作を行えば、直ちに夏時間の設定等を把握できる。
【００２２】
　本発明の電子機器において、前記表示制御部が前記指示針に前記第２指針を指示させる
際、前記指示針の回転軸から指示方向に伸びる直線が、前記第２指針の先端が描く円と交
差する範囲の所定位置を指示させることが好ましい。
　本発明によれば、指示針が第２指針を指示していることを表示できる。
【００２３】
　本発明は、第１時刻を表示する第１指針と、第２時刻を表示し、前記第１指針とは位置
が異なる第２指針と、前記第１指針および前記第２指針とは位置が異なる指示針と、操作
部と、前記操作部の第１時刻選択操作を検出すると、第１時刻選択信号を出力し、前記操
作部の第２時刻選択操作を検出すると、第２時刻選択信号を出力する検出部と、を備える
電子機器の時刻修正方法であって、前記第１時刻選択信号が出力されると、前記第１時刻
を修正する第１時刻修正モードを設定し、前記第２時刻選択信号が出力されると、前記第
２時刻を修正する第２時刻修正モードを設定し、前記第１時刻修正モードを設定した場合
、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を指示させ、前記第２時刻修正モードを設定
した場合、前記指示針に前記第２指針を指示させることを特徴とする。
　本発明の時刻修正方法によれば、上記電子機器の発明と同様の作用効果を得ることがで
きる。
【００２４】
　本発明は、第１時刻を表示する第１指針と、第２時刻を表示し、前記第１指針とは位置
が異なる第２指針と、前記第１指針および前記第２指針とは位置が異なる指示針と、操作
部と、前記操作部の第１時刻選択操作を検出すると、第１時刻選択信号を出力し、前記操
作部の第２時刻選択操作を検出すると、第２時刻選択信号を出力する検出部と、を備える
電子機器に実行させる時刻修正プログラムであって、前記第１時刻選択信号が出力される
と、前記第１時刻を修正する第１時刻修正モードを設定し、前記第２時刻選択信号が出力
されると、前記第２時刻を修正する第２時刻修正モードを設定し、前記第１時刻修正モー
ドを設定した場合、前記指示針に前記第２指針とは異なる位置を指示させ、前記第２時刻
修正モードを設定した場合、前記指示針に前記第２指針を指示させることを特徴とする。
　本発明の時刻修正プログラムによれば、上記電子機器の発明と同様の作用効果を得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電子時計を示す概略図である。
【図２】第１実施形態における電子時計の正面図である。
【図３】第１実施形態における電子時計の断面図である。
【図４】第１実施形態における電子時計の制御ブロック図である。
【図５】航法メッセージの構成を示す図である。
【図６】第１実施形態における記憶装置のデータ構造図である。
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【図７】第１実施形態における制御処理を示すフローチャートである。
【図８】第１実施形態におけるタイムゾーン設定処理を示すフローチャートである。
【図９】第１実施形態における修正モード切替処理を示すフローチャートである。
【図１０】第１実施形態における時刻修正処理を示すフローチャートである。
【図１１】第１実施形態における電子時計の第１時刻修正モードの表示例を示す図である
。
【図１２】第１実施形態における電子時計の第２時刻修正モードの表示例を示す図である
。
【図１３】本発明の第２実施形態に係る電子時計の第２時刻修正モードの表示例を示す図
である。
【図１４】第２実施形態における電子時計の第２時刻修正モードの他の表示例を示す図で
ある。
【図１５】本発明の他の実施形態に係る電子時計を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の具体的な実施形態を図面に基づいて説明する。
［第１実施形態］
　図１は、第１実施形態の電子時計１０を示す概略図である。
　電子機器としての電子時計１０は、地球の上空を所定の軌道で周回している複数のＧＰ
Ｓ衛星１００のうち、少なくとも１つのＧＰＳ衛星１００からの衛星信号を受信して時刻
情報を取得し、少なくとも３つのＧＰＳ衛星１００からの衛星信号を受信して位置情報を
算出して取得するように構成されている。なお、ＧＰＳ衛星１００は、位置情報衛星の一
例であり、地球の上空に複数存在している。現在は約３０個のＧＰＳ衛星１００が周回し
ている。
【００２７】
［電子時計の概略構成］
　電子時計１０は、第１時刻と第２時刻を表示可能なデュアルタイム表示機能を備えた時
計である。
　図２は、電子時計１０の正面図であり、図３は、電子時計１０の概略を示す断面図であ
る。
　電子時計１０は、図２および図３に示すように、外装ケース３０と、カバーガラス３３
と、裏蓋３４とを備えている。外装ケース３０は、金属で形成された円筒状のケース３１
に、セラミックで形成されたベゼル３２が嵌合されて構成されている。このベゼル３２の
内周側に、プラスチックで形成されたリング状のダイヤルリング４０を介して、円盤状の
文字板１１が時刻表示部分として配置されている。
　外装ケース３０の側面には、文字板１１の平面中心より、２時方向の位置にＡボタン５
１と、４時方向の位置にＢボタン５２と、３時方向の位置にリューズ５５とが設けられて
いる。
【００２８】
　電子時計１０は、図３に示すように、金属製の外装ケース３０の二つの開口のうち、表
面側の開口は、ベゼル３２を介してカバーガラス３３で塞がれており、裏面側の開口は金
属で形成された裏蓋３４で塞がれている。
　外装ケース３０の内側には、ベゼル３２の内周に取り付けられているダイヤルリング４
０と、光透過性の文字板１１と、指針２１，２２，２３，６１，７１，８１，８２，９１
と、各指針およびカレンダー車１６を駆動する駆動機構１４０などが備えられている。
【００２９】
　ダイヤルリング４０は、外周端が、ベゼル３２の内周面に接触しているとともに、一面
がカバーガラス３３と並行している平板部分と、内周端が文字板１１に接触するように、
文字板１１側へ傾斜した傾斜部分を備えている。ダイヤルリング４０は、平面視において
はリング形状となっており、断面視においてはすり鉢形状となっている。ダイヤルリング
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４０の平板部分と、傾斜部分と、ベゼル３２の内周面とによりドーナツ形状の収納空間が
形成されており、この収納空間内には、リング状のアンテナ体１１０が収納されている。
【００３０】
　文字板１１は、外装ケース３０の内側で時刻を表示する円形の板材であり、プラスチッ
クなどの光透過性の材料で形成され、カバーガラス３３との間に各指針を備え、ダイヤル
リング４０の内側に配置されている。
　文字板１１と、駆動機構１４０が取り付けられている地板１２５との間には、光発電を
行うソーラーパネル１３５が備えられている。ソーラーパネル１３５は、光エネルギーを
電気エネルギー（電力）に変換する複数のソーラーセル（光発電素子）を直列接続した円
形の平板である。文字板１１、ソーラーパネル１３５および地板１２５には、指針２１，
２２，２３の指針軸２５と、指針６１，７１，８１，８２，９１の図示しない指針軸とが
貫通する穴が形成されているとともに、カレンダー小窓１５の開口部が形成されている。
【００３１】
　駆動機構１４０は、地板１２５に取り付けられ、回路基板１２０で裏面側から覆われて
いる。駆動機構１４０は、ステップモーターと歯車などの輪列とを有し、当該ステップモ
ーターが当該輪列を介して指針軸を回転させることにより各指針を駆動する。
　駆動機構１４０は、具体的には、第１～第６駆動機構を備える。第１駆動機構は指針２
２および指針２３を駆動し、第２駆動機構は指針２１を駆動し、第３駆動機構は指針６１
を駆動し、第４駆動機構は指針７１を駆動し、第５駆動機構は指針８１，８２，９１を駆
動し、第６駆動機構はカレンダー車１６を駆動する。
【００３２】
　回路基板１２０は、受信装置（ＧＰＳモジュール）４００、制御装置３００、記憶装置
２００を備えている。また、この回路基板１２０とアンテナ体１１０とは、アンテナ接続
ピン１１５を用い接続されている。受信装置４００、制御装置３００、記憶装置２００が
設けられた回路基板１２０の裏蓋３４側（裏面側）には、これらの回路部品を覆うための
回路押さえ１２２が設けられている。また、リチウムイオン電池などの二次電池１３０が
、地板１２５と裏蓋３４との間に設けられている。二次電池１３０は、ソーラーパネル１
３５が発電した電力で充電される。
【００３３】
［電子時計の表示機構］
　指針２１（秒針）、指針２２（第１分針）、指針２３（第１時針）は、文字板１１の平
面中心に、文字板１１の表裏方向に沿って設けられた指針軸２５に取り付けられている。
なお、指針軸２５は、各指針２１，２２，２３が取り付けられる３つの指針軸（回転軸）
で構成されている。
　文字板１１の外周部を囲むダイヤルリング４０の内周側には、図２に示すように、内周
を６０分割にする目盛が表記されている。この目盛を用いて、指針２１は通常時に第１時
刻（ローカルタイム：例えば外国にいる場合の現地時刻）の「秒」を表示し、指針２２は
第１時刻の「分」を表示し、指針２３は第１時刻の「時」を表示する。なお、第１時刻の
「秒」は、後述する第２時刻の「秒」と同じため、ユーザーは、指針２１を確認すること
で、第２時刻の「秒」も把握できる。
　ここで、指針２２，２３は、本発明の第１指針を構成する。また、指針２１は、本発明
の第３指針である。
　また、ダイヤルリング４０には、１２分位置にアルファベットの「Ｙ」と、１８分位置
にアルファベットの「Ｎ」の英字が表記されている。この英字は、ＧＰＳ衛星１００から
受信した衛星信号に基づく各種情報の受信（取得）結果（Ｙ：受信（取得）成功、Ｎ：受
信（取得）失敗）を示す。指針２１は、「Ｙ」および「Ｎ」のいずれか一方を指示し、衛
星信号の受信結果を表示する。
【００３４】
　指針６１（曜日針）は、文字板１１の平面中心から２時方向の位置に設けられている指
針軸に取り付けられている。指針６１の回転領域の外周には、七曜を示す、「Ｓ」、「Ｍ



(9) JP 6492794 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

」、「Ｔ」、「Ｗ」、「Ｔ」、「Ｆ」、「Ｓ」の英字が表記されている。指針６１は、「
Ｓ」～「Ｓ」のいずれかを指示することで、第１時刻に対応した、カレンダー情報として
の曜日を表示する。
　また、指針６１は、後述する指針８１，８２を指示可能に設けられている。なお、指針
６１の詳しい動作については、後述するタイムゾーン設定処理で説明する。
　ここで、指針６１は、本発明の指示針である。
【００３５】
　指針７１（モード針）は、文字板１１の平面中心から１０時方向の位置に設けられてい
る指針軸に取り付けられている。以下、指針７１の回転領域の外周の表記について説明す
るが、「ｎ時方向」（ｎは任意の自然数）とあるのは、指針７１の指針軸から回転領域の
外周をみたときの方向である。
　指針７１の回転領域の６時方向から７時方向の範囲の外周には、「ＤＳＴ」の英字と「
○」の記号が表記されている。ＤＳＴ（daylight saving time）は夏時間を意味する。指
針７１は、これらの英字と記号を指示することで、夏時間（ＤＳＴ：夏時間ＯＮ、○：夏
時間ＯＦＦ）の設定を表示する。
【００３６】
　指針７１の回転領域の８時方向から９時方向までの範囲の外周には、円周に沿って、９
時方向の基端が太く、８時方向の先端が細い三日月鎌状の記号７２が表記されている。こ
の記号７２は二次電池１３０（図３参照）のパワーインジケーターであり、電池残量に応
じた位置を指針７１が指示することで電池残量が表示される。なお、指針７１は、通常時
、記号７２を指示している。
【００３７】
　指針７１の回転領域の１０時方向の外周には、飛行機形状の記号７３が表記されている
。この記号は、機内モードを表す。航空機の離着陸時は、航空法によって衛星信号の受信
が禁止されている。指針７１は、記号７３を指示することで、機内モードに設定され、受
信が行われないことを表示する。
【００３８】
　指針７１の回転領域の１１時方向から１２時方向までの範囲の外周には、「１」の数字
と「４＋」の記号が表記されている。これらの数字と記号は、衛星信号の受信モードを表
す。「１」はＧＰＳ時刻情報を受信し内部時刻が修正されること（測時モード）を、「４
＋」はＧＰＳ時刻情報と軌道情報とを受信し、現在位置である位置情報を算出し、内部時
刻と後述するタイムゾーンデータとが修正されること（測位モード）を意味する。
【００３９】
　指針８１（第２分針）、指針８２（第２時針）は、文字板１１の平面中心から６時方向
の同じ位置に設けられている指針軸に取り付けられている。指針８１は、第２時刻（ホー
ムタイム：例えば外国にいる場合の日本の時刻）の「分」を表示し、指針８２は、第２時
刻の「時」を表示する。
　ここで、指針８１，８２は、本発明の第２指針を構成する。
　また、指針８１，８２の回転領域の周囲には、リング状のサブダイヤル８３が設けられ
ている。サブダイヤル８３には、第２時刻の「時」を表す「１」から「１２」までの数字
が表記されている。
【００４０】
　指針９１は、文字板１１の平面中心から４時方向の位置に設けられている指針軸に取り
付けられている。指針９１は、第２時刻の午前および午後を表示する。
　カレンダー小窓１５は、文字板１１を矩形状に開口した開口部に設けられており、開口
部からカレンダー車１６に印刷された数字が視認可能となっている。カレンダー車１６は
、開口部から数字を視認させることで、第１時刻に対応した年月日の「日」を表示する。
【００４１】
　ダイヤルリング４０には、内周側の目盛に沿って、協定世界時（ＵＴＣ）との時差を表
す時差情報４５が、数字と数字以外の記号とで表記されている。数字の時差情報４５は整
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数の時差であり、記号の時差情報４５は整数以外の時差であることを表している。指針２
１，２２，２３で表示された第１時刻と、ＵＴＣとの時差は、後述する時刻修正モードに
おいて、指針２１が指し示す時差情報４５で確認することができる。
　また、ダイヤルリング４０の周囲に設けられているベゼル３２には、ダイヤルリング４
０に表記されている時差情報４５の時差に対応した標準時を使用しているタイムゾーンの
代表都市名を表す都市情報３５が、時差情報４５に併記されている。ここで、時差情報４
５や都市情報３５の表記をタイムゾーン表示４６という。本実施形態では、全世界で使用
されているタイムゾーンの数と等しいタイムゾーン表示４６が表記されている。
【００４２】
［電子時計の内部構成］
　図４は、電子時計１０の制御ブロック図である。
　電子時計１０は、図４に示すように、ＣＰＵ（中央処理装置：Central Processing Uni
t）で構成される制御装置３００、ＲＡＭ（Random Access Memory）２０１やＥＥＰＲＯ
Ｍ（Electronically Erasable and Programmable Read Only Memory）２０２等で構成さ
れる記憶装置２００、受信装置（ＧＰＳモジュール）４００、計時装置１５０、入力装置
１６０、検出装置１７０、駆動機構１４０、表示装置１４１を備えている。これらの各装
置は、データバスを介してデータを送受信する。
　また、電子時計１０は、電源となる充電可能な二次電池１３０（図３参照）を内蔵して
いる。二次電池１３０は、ソーラーパネル１３５から充電回路１３１を介して供給される
電力で充電される。
【００４３】
［入力装置］
　入力装置１６０は、図２に示すリューズ５５、Ａボタン５１、Ｂボタン５２を備えて構
成される。リューズ５５は、０段位置、１段位置、２段位置に移動可能に設けられている
。なお、通常時は０段位置に押し込まれている。ここで、入力装置１６０は、本発明の操
作部を構成する。
【００４４】
［検出装置］
　検出装置１７０は、本発明の検出部を構成する。検出装置１７０は、各ボタン５１，５
２の押し離しや、リューズ５５の引き出し、押し込みに基づいて、各種処理の実行を指示
する操作を検出し、検出した操作に応じた操作信号を制御装置３００に出力する。
　具体的には、検出装置１７０は、リューズ５５が０段位置または２段位置から１段位置
に移動されることで、第１時刻を修正する第１時刻修正モードの設定を指示する第１時刻
選択操作を検出する。また、後述する第２時刻修正モードが設定された状態で、Ｂボタン
５２が押されることでも、第１時刻選択操作を検出する。そして、第１時刻選択操作を検
出すると第１時刻選択信号を制御装置３００に出力する。制御装置３００に第１時刻選択
信号が入力されると、制御装置３００は、第１時刻修正モードを設定する。
　また、検出装置１７０は、第１時刻修正モードが設定された状態で、Ｂボタン５２が押
されることで、第２時刻を修正する第２時刻修正モードの設定を指示する第２時刻選択操
作を検出し、第２時刻選択操作を検出すると第２時刻選択信号を制御装置３００に出力す
る。制御装置３００に第２時刻選択信号が入力されると、制御装置３００は、第２時刻修
正モードを設定する。
　また、検出装置１７０は、第１時刻修正モードまたは第２時刻修正モードが設定された
状態で、リューズ５５が回転操作されることで、タイムゾーン修正操作を検出し、タイム
ゾーン修正操作を検出すると、タイムゾーン修正信号を制御装置３００に出力する。制御
装置３００にタイムゾーン修正信号が入力されると、制御装置３００は、タイムゾーンデ
ータを修正する。
　また、検出装置１７０は、リューズ５５が１段位置から０段位置または２段位置に移動
されることで、時刻修正モードの終了を指示する時刻修正終了操作を検出し、時刻修正終
了操作を検出すると時刻修正終了操作信号を制御装置３００に出力する。制御装置３００



(11) JP 6492794 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

に時刻修正終了操作信号が入力されると、制御装置３００は、時刻修正モードを終了する
。
【００４５】
［表示装置］
　表示装置１４１は、図２に示す文字板１１、サブダイヤル８３、ダイヤルリング４０、
ベゼル３２、指針２１，２２，２３，６１，７１，８１，８２，９１等を備えて構成され
る。
【００４６】
［受信装置］
　受信装置４００は、アンテナ体１１０に接続され、アンテナ体１１０を介して受信した
衛星信号を処理してＧＰＳ時刻情報や位置情報を取得する。アンテナ体１１０は、ＧＰＳ
衛星１００から送信され、図３に示すカバーガラス３３とダイヤルリング４０とを通過し
た衛星信号の電波を受信する。
　そして、受信装置４００は、図示を略すが、通常のＧＰＳ装置と同様に、ＧＰＳ衛星１
００から送信される衛星信号を受信してデジタル信号に変換するＲＦ（Radio Frequency
）部と、受信信号の相関判定を実行して航法メッセージを復調するＢＢ部（ベースバンド
部）と、ＢＢ部で復調された航法メッセージ（衛星信号）からＧＰＳ時刻情報や位置情報
（測位情報）を取得して出力する情報取得手段と、を備えている。
【００４７】
［航法メッセージ］
　ここで、前記各取得情報が含まれるＧＰＳ衛星１００から送信される衛星信号である航
法メッセージについて説明する。なお、航法メッセージは、５０ｂｐｓのデータとして衛
星の電波に変調されている。
　図５（Ａ）～図５（Ｃ）は、航法メッセージの構成について説明するための図である。
　図５（Ａ）に示すように、航法メッセージは、全ビット数１５００ビットのメインフレ
ームを１単位とするデータとして構成される。メインフレームは、それぞれ３００ビット
の５つのサブフレーム１～５に分割されている。１つのサブフレームのデータは、各ＧＰ
Ｓ衛星１００から６秒で送信される。従って、１つのメインフレームのデータは、各ＧＰ
Ｓ衛星１００から３０秒で送信される。
【００４８】
　サブフレーム１には、週番号データ（ＷＮ：week number）や衛星補正データが含まれ
ている。
　週番号データは、現在のＧＰＳ時刻情報が含まれる週を表す情報であり、１週間単位で
更新される。
　サブフレーム２、３には、エフェメリスパラメーター（各ＧＰＳ衛星１００の詳細な軌
道報）が含まれる。また、サブフレーム４、５には、アルマナックパラメーター（全ＧＰ
Ｓ衛星１００の概略軌道情報）が含まれている。
【００４９】
　さらに、サブフレーム１～５には、先頭から、３０ビットのＴＬＭ（Telemetry word）
データが格納されたＴＬＭ（Telemetry）ワードと３０ビットのＨＯＷ（hand over word
）データが格納されたＨＯＷワードが含まれている。
【００５０】
　したがって、ＴＬＭワードやＨＯＷワードは、ＧＰＳ衛星１００から６秒間隔で送信さ
れるのに対し、週番号データや衛星補正データ、エフェメリスパラメーター、アルマナッ
クパラメーターは３０秒間隔で送信される。
【００５１】
　図５（Ｂ）に示すように、ＴＬＭワードには、プリアンブルデータ、ＴＬＭメッセージ
、Reservedビット、パリティデータが含まれている。
【００５２】
　図５（Ｃ）に示すように、ＨＯＷワードには、ＴＯＷ（Time of Week、「Ｚカウント」
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ともいう）というＧＰＳ時刻情報が含まれている。Ｚカウントデータは毎週日曜日の０時
からの経過時間が秒で表示され、翌週の日曜日の０時に０に戻るようになっている。つま
り、Ｚカウントデータは、週の初めから一週間毎に示される秒単位の情報である。このＺ
カウントデータは、次のサブフレームデータの先頭ビットが送信されるＧＰＳ時刻情報を
示す。
【００５３】
　したがって、電子時計１０は、サブフレーム１に含まれる週番号データとサブフレーム
１～５に含まれるＨＯＷワード（Ｚカウントデータ）を取得することで、日付情報および
時刻情報を取得することができる。ただし、電子時計１０は、以前に週番号データを取得
し、週番号データを取得した時期からの経過時間を内部でカウントしている場合は、週番
号データを取得しなくてもＧＰＳ衛星１００の現在の過番号データを得ることができる。
　したがって、電子時計１０は、リセット後や電源投入時のように、内部に週番号データ
（日付情報）を記憶していない場合のみ、サブフレーム１の週番号データを取得すれば良
い。そして、週番号データを記憶している場合は、電子時計１０は、６秒毎に送信される
ＴＯＷを取得すれば、現在時刻が分かるようになっている。このため、電子時計１０は、
通常、時刻情報としてＴＯＷのみを取得する。
【００５４】
［計時装置］
　計時装置１５０は、二次電池１３０に蓄積された電力で駆動される水晶振動子等を備え
、水晶振動子の発振信号に基づく基準信号を用いて時刻データを更新する。
【００５５】
［記憶装置］
　記憶装置２００は、図６に示すように、時刻データ記憶部２１０と、タイムゾーンデー
タ記憶部２２０とを備えている。
　時刻データ記憶部２１０には、受信時刻データ２１１と、閏秒更新データ２１２と、内
部時刻データ２１３と、第１表示用時刻データ２１４と、第２表示用時刻データ２１５と
、第１タイムゾーンデータ２１６と、第２タイムゾーンデータ２１７とが記憶される。
　ここで、本実施形態では、受信時刻データ２１１と、閏秒更新データ２１２と、内部時
刻データ２１３と、第１表示用時刻データ２１４と、第２表示用時刻データ２１５とは、
ＲＡＭ２０１に記憶され、第１タイムゾーンデータ２１６と、第２タイムゾーンデータ２
１７とはＥＥＰＲＯＭ２０２に記憶される。
【００５６】
　受信時刻データ２１１には、衛星信号から取得した時刻情報（ＧＰＳ時刻）が記憶され
る。この受信時刻データ２１１は、通常は計時装置１５０によって１秒毎に更新され、衛
星信号を受信した際には、取得した時刻情報が記憶される。
　閏秒更新データ２１２には、少なくとも現在の閏秒のデータが記憶される。すなわち、
衛星信号のサブフレーム４、ページ１８には、閏秒に関するデータとして、「現在の閏秒
」、「閏秒の更新週」、「閏秒の更新日」、「更新後の閏秒」の各データが含まれる。こ
のうち、本実施形態では、少なくとも「現在の閏秒」のデータを、閏秒更新データ２１２
に記憶している。
【００５７】
　内部時刻データ２１３には、内部時刻情報が記憶される。この内部時刻情報は、受信時
刻データ２１１に記憶されたＧＰＳ時刻と、閏秒更新データ２１２に記憶している「現在
の閏秒」とによって更新される。すなわち、内部時刻データ２１３には、ＵＴＣ（協定世
界時）が記憶されることになる。受信時刻データ２１１が計時装置１５０で更新される際
に、この内部時刻情報も更新される。
【００５８】
　第１表示用時刻データ２１４には、内部時刻データ２１３の内部時刻情報に、第１タイ
ムゾーンデータ２１６のタイムゾーンデータ（時差情報）を加味した時刻情報が記憶され
る。第１タイムゾーンデータ２１６は、ユーザーが手動で選択した場合や測位モードで受
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信した場合に得られるタイムゾーンデータで設定される。ここで、第１表示用時刻データ
２１４の時刻情報は、指針２１，２２，２３によって表示される第１時刻に相当する。
　第２表示用時刻データ２１５には、内部時刻データ２１３の内部時刻情報に、第２タイ
ムゾーンデータ２１７のタイムゾーンデータを加味した時刻情報が記憶される。第２タイ
ムゾーンデータ２１７は、ユーザーが手動で選択した場合に得られるタイムゾーンデータ
で設定される。ここで、第２表示用時刻データ２１５の時刻情報は、指針８１，８２，９
１によって表示される第２時刻に相当する。
【００５９】
　ここで、第１タイムゾーンデータ２１６および第２タイムゾーンデータ２１７は、不揮
発性メモリーの一種であるＥＥＰＲＯＭ２０２に記憶されているため、電子時計１０がシ
ステムリセットされた場合でも、第１タイムゾーンデータ２１６および第２タイムゾーン
データ２１７に記憶されたタイムゾーンデータは記憶されている。そして、電子時計１０
が起動する際、第１表示用時刻データ２１４は、「００：００」に初期化され、第２表示
用時刻データ２１５は、第１タイムゾーンデータ２１６のタイムゾーンデータと第２タイ
ムゾーンデータ２１７のタイムゾーンデータとの時差を反映した時刻が設定される。
　例えば、第１タイムゾーンデータ２１６に（＋９時間）が設定され、第２タイムゾーン
データ２１７に（＋０時間）が設定されている場合、起動時、第１表示用時刻データ２１
４は、「００：００」に初期化され、第２表示用時刻データ２１５は、「１５：００」に
設定される。
　また、例えば、第１タイムゾーンデータ２１６に（＋３時間）が設定され、第２タイム
ゾーンデータ２１７に（＋６時間）が設定されている場合、起動時、第１表示用時刻デー
タ２１４は、「００：００」に初期化され、第２表示用時刻データ２１５は、「０３：０
０」に設定される。
　また、例えば、第１タイムゾーンデータ２１６に（＋０時間）が設定され、第２タイム
ゾーンデータ２１７に（－５時間）が設定されている場合、起動時、第１表示用時刻デー
タ２１４は、「００：００」に初期化され、第２表示用時刻データ２１５は、「１９：０
０」に設定される。
　このように、電子時計１０がシステムリセットされても、第１時刻および第２時刻のタ
イムゾーンデータが消えずに記憶されているため、起動後にタイムゾーンデータを再設定
する必要がない。
　また、起動時には、第１時刻が「００：００」に初期化されるため、ユーザーは、時刻
修正の必要があると判断できる。
【００６０】
　タイムゾーンデータ記憶部２２０は、ＥＥＰＲＯＭ２０２で構成されている。タイムゾ
ーンデータ記憶部２２０は、位置情報（緯度、経度）とタイムゾーンデータ（時差情報）
とを関連付けて記憶している。このため、測位モードで位置情報を取得した場合、制御装
置３００は、その位置情報（緯度、経度）に基づいてタイムゾーンデータを取得できるよ
うにされている。なお、詳しくは後述のタイムゾーン設定処理で説明するが、制御装置３
００は、リューズ５５の操作によっても、タイムゾーンデータ記憶部２２０からタイムゾ
ーンデータを取得できるようにされている。
【００６１】
［制御装置］
　制御装置３００は、電子時計１０を制御するＣＰＵで構成されている。制御装置３００
は、記憶装置２００に格納された各種プログラムを実行することで、測時部３１０、測位
部３２０、モード設定部３３０、表示制御部３４０、タイムゾーン設定部３５０、時刻修
正部３６０として機能する。
　測時部３１０は、受信装置４００を作動して測時モードでの受信処理を実行する。測位
部３２０は、受信装置４００を作動して測位モードでの受信処理を実行する。モード設定
部３３０は、第１時刻修正モードおよび第２時刻修正モードを設定する。表示制御部３４
０は、各指針の動作を制御する。タイムゾーン設定部３５０は、第１時刻のタイムゾーン
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データおよび第２時刻のタイムゾーンデータを設定する。時刻修正部３６０は、第１時刻
および第２時刻を修正する。なお、各部の機能の詳細は、以降の制御装置３００が実行す
る処理で説明する。
【００６２】
［制御処理］
　通常時刻表示モードにおいてボタンが押されたときに制御装置３００が実行する制御処
理について説明する。図７は制御装置３００が実行する制御処理を示すフローチャートで
ある。
　通常時刻表示モード（Ｓ１１）において、制御装置３００は、検出装置１７０から入力
される操作信号に基づいて、Ａボタン５１が操作されたかを常に判定している（Ｓ１２）
。なお、通常時刻表示モードでは、リューズ５５は０段位置に押し込まれている。
【００６３】
　制御装置３００は、Ａボタン５１が押され、Ｓ１２でＹＥＳと判定した場合、Ａボタン
５１が継続して押された時間を判定する（Ｓ１３）。
　そして、Ａボタン５１が３秒以上６秒未満押され、測時モードの強制受信操作が行われ
ると、測時部３１０は、受信装置４００を作動して測時モードでの受信処理を行う（Ｓ１
４）。測時モードでの受信処理が行われると、受信装置４００は、少なくとも１つのＧＰ
Ｓ衛星１００を捕捉し、そのＧＰＳ衛星１００から送信される衛星信号を受信して時刻情
報を取得する。
　次に、制御装置３００は、時刻情報の取得に成功したか否かを判定する（Ｓ１５）。
　Ｓ１５でＹＥＳと判定された場合、表示制御部３４０は、指針２１に「Ｙ」を指示させ
て受信に成功したことを表示させる。
　また、時刻修正部３６０は、取得した時刻情報を受信時刻データ２１１に記憶する。こ
れにより、内部時刻データ２１３、第１表示用時刻データ２１４、第２表示用時刻データ
２１５が修正される（Ｓ１６）。
　一方、Ｓ１５でＮＯと判定された場合、表示制御部３４０は、指針２１に「Ｎ」を指示
させて受信に失敗したことを表示させる。
　Ｓ１６の処理の後、または、Ｓ１５でＮＯと判定された場合、Ｓ１１で、制御装置３０
０は通常時刻表示モードに戻り、表示制御部３４０は、指針２１に第１時刻の「秒」を表
示させる。
【００６４】
　また、Ａボタン５１が６秒以上押され、測位モードの強制受信操作が行われると、測位
部３２０は、受信装置４００を作動して測位モードでの受信処理を行う（Ｓ１７）。測位
モードでの受信処理が行われると、受信装置４００は、少なくとも３個、好ましくは４個
以上のＧＰＳ衛星１００を捕捉し、各ＧＰＳ衛星１００から送信される衛星信号を受信し
て位置情報を算出して取得する。また、受信装置４００は、衛星信号を受信した際に時刻
情報も同時に取得できる。
　次に、制御装置３００は、位置情報の取得に成功したか否かを判定する（Ｓ１８）。
　Ｓ１８でＹＥＳと判定された場合、表示制御部３４０は、指針２１に「Ｙ」を指示させ
て受信に成功したことを表示させる。
　また、タイムゾーン設定部３５０は、取得された位置情報（緯度、経度）に基づいてタ
イムゾーンデータを設定する（Ｓ１９）。具体的には、タイムゾーンデータ記憶部２２０
から位置情報に対応するタイムゾーンデータ（タイムゾーン情報つまり時差情報）を選択
して取得し、第１タイムゾーンデータ２１６に記憶（設定）する。
　例えば、日本標準時（ＪＳＴ）は、ＵＴＣに対して９時間進めた時刻（ＵＴＣ＋９）で
あるため、取得した位置情報が日本である場合には、タイムゾーン設定部３５０は、タイ
ムゾーンデータ記憶部２２０から日本標準時の時差情報（＋９時間）を読み出して第１タ
イムゾーンデータ２１６に記憶する。
【００６５】
　また、時刻修正部３６０は、取得した時刻情報を受信時刻データ２１１に記憶する。こ
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れにより、内部時刻データ２１３、第１表示用時刻データ２１４、第２表示用時刻データ
２１５が修正される。
　また、時刻修正部３６０は、第１表示用時刻データ２１４を、第１タイムゾーンデータ
２１６を用いて修正する（Ｓ２０）。このため、第１表示用時刻データ２１４は、ＵＴＣ
である内部時刻データ２１３にタイムゾーンデータを加算した時刻となる。
　一方、Ｓ１８でＮＯと判定された場合、表示制御部３４０は、指針２１に「Ｎ」を指示
させて受信に失敗したことを表示させる。
　Ｓ２０の処理の後、または、Ｓ１８でＮＯと判定された場合、Ｓ１１で、制御装置３０
０は、通常時刻表示モードに戻り、表示制御部３４０は、指針２１に第１時刻の「秒」を
表示させる。
【００６６】
　また、Ａボタン５１が３秒未満押され、受信結果表示操作が行われると、表示制御部３
４０は、指針２１に「Ｙ」または「Ｎ」を指示させることで、直前の受信処理の受信結果
を表示させる（Ｓ２１）。その後、Ｂボタン５２が押されるか、表示時間（例えば５秒）
が経過すると、Ｓ１１で、制御装置３００は、通常時刻表示モードに戻り、表示制御部３
４０は、指針２１に第１時刻の「秒」を表示させる。
【００６７】
［タイムゾーン設定処理］
　次に、制御装置３００が実行するタイムゾーン設定処理について説明する。
　図８は、タイムゾーン設定処理を示すフローチャートである。図９は、タイムゾーン設
定処理における修正モード切替処理Ｓ５０を示すフローチャートであり、図１０は、タイ
ムゾーン設定処理における時刻修正処理Ｓ７０を示すフローチャートである。
　図８に示すように、モード設定部３３０は、リューズ５５が１段位置に移動されたか否
かを判定する（Ｓ３１）。Ｓ３１でＮＯと判定された場合は、Ｓ３１の判定処理を繰り返
し実行する。
　リューズ５５が１段位置に移動され、第１時刻選択操作が行われると、Ｓ３１でＹＥＳ
と判定され、モード設定部３３０は、第１時刻修正モードを設定する（Ｓ３２）。
　第１時刻修正モードが設定されると、図１１に示すように、表示制御部３４０は、指針
２１（秒針）にタイムゾーン表示４６を指示させることで、第１タイムゾーンデータ２１
６に記憶されているタイムゾーンデータ（第１時刻のタイムゾーンデータ）を表示させる
（Ｓ３３）。
　また、表示制御部３４０は、指針７１（モード針）に、「ＤＳＴ」または「○」を指示
させることで、第１時刻における夏時間の設定を表示させる（Ｓ３４）。
　また、表示制御部３４０は、指針６１（曜日針）に、「Ｓ」～「Ｓ」を指示させること
で、第１時刻に対応する曜日を表示させる（Ｓ３５）。
【００６８】
　次に、制御装置３００は、リューズ５５やＢボタン５２等、入力装置１６０が操作され
たか否かを判定する（Ｓ３６）。
　Ｓ３６でＮＯと判定された場合、表示制御部３４０は、指針２２，２３が表示する第１
時刻の時分、および、指針８１，８２が表示する第２時刻の時分を更新させる（Ｓ３７）
。その後、制御装置３００は、処理をＳ３６に戻す。
　一方、Ｓ３６でＹＥＳと判定された場合、制御装置３００は、操作の種類を判定する（
Ｓ３８）。
【００６９】
　Ｓ３８で、Ｂボタン５２が押され、第２時刻選択操作が行われたと判定された場合、制
御装置３００は、修正モード切替処理Ｓ５０を実行する。
　図９に示すように、修正モード切替処理Ｓ５０が実行されると、モード設定部３３０は
、Ｂボタン５２が押される直前に設定されていたモードが、第１時刻修正モードか否かを
判定する（Ｓ５１）。ここでは、第１時刻修正モードが設定されているため、Ｓ５１でＹ
ＥＳと判定される。
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　Ｓ５１でＹＥＳと判定された場合、モード設定部３３０は、第２時刻修正モードを設定
する（Ｓ５２）。
　そして、表示制御部３４０は、図１２に示すように、曜日を表示していた指針６１に指
針８１（第２分針）および指針８２（第２時針）を指示させる（Ｓ５３）。このとき、本
実施形態では、指針６１は、指針８１，８２の回転軸を指示する。
　また、表示制御部３４０は、第１時刻のタイムゾーンデータを表示していた指針２１に
、第２タイムゾーンデータ２１７に記憶されているタイムゾーンデータ（第２時刻のタイ
ムゾーンデータ）を表示させる（Ｓ５４）。
　また、表示制御部３４０は、指針７１に第２時刻における夏時間の設定を表示させる（
Ｓ５５）。そして、制御装置３００は、修正モード切替処理Ｓ５０を終了させ、処理をＳ
３６に戻す。
【００７０】
　また、再度、Ｂボタン５２が押され、第１時刻選択操作が行われたと判定されて、修正
モード切替処理Ｓ５０が実行された場合は、直前に設定されていたモードが第２時刻修正
モードであるため、Ｓ５１でＮＯと判定される。この場合、モード設定部３３０は、第１
時刻修正モードを設定する（Ｓ５６）。
　そして、表示制御部３４０は、指針８１，８２を指示していた指針６１を移動させて、
「Ｓ」～「Ｓ」を指示させ、第１時刻の曜日を表示させる（Ｓ５７）。
　また、表示制御部３４０は、指針２１に第１時刻のタイムゾーンデータを表示させる（
Ｓ５８）。
　また、表示制御部３４０は、指針７１に第１時刻における夏時間の設定を表示させる（
Ｓ５９）。そして、制御装置３００は、修正モード切替処理Ｓ５０を終了させ、処理をＳ
３６に戻す。
　このように、Ｂボタン５２が押される毎に、修正モード切替処理Ｓ５０が実行され、Ｓ
５２～Ｓ５５の処理、および、Ｓ５６～Ｓ５９の処理が交互に行われる。
【００７１】
　Ｓ３８で、リューズ５５が回転操作され、タイムゾーンデータを所定時間（例えば１時
間）進めるか所定時間戻すタイムゾーン修正操作が行われたと判定された場合、制御装置
３００は、時刻修正処理Ｓ７０を実行する。
　図１０に示すように、時刻修正処理Ｓ７０が実行されると、制御装置３００は、現在設
定されているモードが、第１時刻修正モードか否かを判定する（Ｓ７１）。
　Ｓ７１でＹＥＳと判定された場合、タイムゾーン設定部３５０は、タイムゾーン修正操
作に応じて、第１時刻のタイムゾーンデータを修正（変更）する（Ｓ７２）。具体的には
、タイムゾーンデータ記憶部２２０から、タイムゾーン修正操作に応じてタイムゾーンデ
ータを選択して取得し、取得したタイムゾーンデータを第１タイムゾーンデータ２１６に
記憶する。
　そして、表示制御部３４０は、指針２１に、第１タイムゾーンデータ２１６に記憶され
たタイムゾーンデータを表示させる（Ｓ７３）。
　また、時刻修正部３６０は、第１表示用時刻データ２１４を、第１タイムゾーンデータ
２１６に記憶されたタイムゾーンデータを用いて修正する。そして、表示制御部３４０は
、指針２２，２３が表示する第１時刻の時分を更新させる（Ｓ７４）。そして、制御装置
３００は、時刻修正処理Ｓ７０を終了させ、処理をＳ３６に戻す。
【００７２】
　一方、Ｓ７１でＮＯと判定された場合、すなわち、現在設定されているモードが、第２
時刻修正モードの場合、タイムゾーン設定部３５０は、タイムゾーン修正操作に応じて、
第２時刻のタイムゾーンデータを修正（変更）する（Ｓ７５）。具体的には、タイムゾー
ンデータ記憶部２２０から、タイムゾーン修正操作に応じてタイムゾーンデータを選択し
て取得し、取得したタイムゾーンデータを第２タイムゾーンデータ２１７に記憶する。
　そして、表示制御部３４０は、指針２１に、第２タイムゾーンデータ２１７に記憶され
たタイムゾーンデータを表示させる（Ｓ７６）。
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　また、時刻修正部３６０は、第２表示用時刻データ２１５を、第２タイムゾーンデータ
２１７に記憶されたタイムゾーンデータを用いて修正する。そして、表示制御部３４０は
、指針８１，８２が表示する第２時刻の時分を更新させる（Ｓ７７）。そして、制御装置
３００は、時刻修正処理Ｓ７０を終了させ、処理をＳ３６に戻す。
　このように、リューズ５５が回転操作されてタイムゾーンデータが所定時間進められる
か所定時間戻される毎に、表示される第１時刻または第２時刻は修正される。このため、
ユーザーは、タイムゾーンデータが反映された時刻を確認しながら、タイムゾーンデータ
を修正できる。
【００７３】
　Ｓ３８で、リューズ５５が１段位置から０段位置に押し込まれるか２段位置に引き出さ
れるかして、時刻修正終了操作が行われたと判定された場合、制御装置３００は、タイム
ゾーン設定処理を終了する。これにより、第１時刻または第２時刻のタイムゾーンデータ
が設定される。そして、表示制御部３４０は、指針６１に曜日を表示させ、指針２１に第
１時刻の「秒」を表示させる。そして、制御装置３００は、再度、タイムゾーン設定処理
を開始する。
【００７４】
　なお、上述のタイムゾーン設定処理では、第１時刻修正モードが設定された状態で、Ａ
ボタン５１が３秒以上押されると、第１時刻の夏時間のＯＮ、ＯＦＦが切り替わり、第２
時刻修正モードが設定された状態で、Ａボタン５１が３秒以上押されると、第２時刻の夏
時間のＯＮ、ＯＦＦが切り替わる。
【００７５】
［第１実施形態の作用効果］
　リューズ５５が１段位置に移動されて時刻修正モードに移行した際、第１時刻修正モー
ドが設定された場合、指針６１は、指針８１，８２とは異なる位置を指示するため、ユー
ザーは、指針６１を確認することで、第２時刻修正モードが設定されていないことを直感
的に把握できる。すなわち、第１時刻修正モードが設定されていることを把握できる。ま
た、第２時刻修正モードが設定された場合、指針６１は指針８１，８２を指示するため、
ユーザーは、指針６１を確認することで、第２時刻修正モードが設定されていることを直
感的に把握できる。これにより、時刻を修正し易くできる。
【００７６】
　通常時刻表示モードにおいて、指針６１は曜日を表示しているため、曜日を表示する専
用の指針を別途電子時計１０に設ける必要がなく、電子時計１０が備える指針の数を少な
くできる。
　また、第１時刻修正モードが設定された場合、指針６１は、通常時刻表示モードと変わ
らず、第１時刻に対応する曜日を表示するため、第１時刻修正モードが設定されているこ
とを分かり易く表示できる。
【００７７】
　指針２２，２３は、回転軸が文字板１１の平面中心に位置している比較的長い指針であ
り、指針８１，８２よりも回転領域が大きい指針である。このため、指針６１に回転領域
が大きい指針２２，２３を指示させる場合と比べて、指針６１に回転領域が小さい指針８
１，８２を指示させる場合の方が、指示対象を明確に指示できる。
　このため、第１時刻修正モードが設定された場合、指針６１に指針８１，８２とは異な
る位置を指示させ、第２時刻修正モードが設定された場合、指針６１に指針８１，８２を
指示させることで、第１時刻修正モードが設定された場合、指針６１に指針２２，２３を
指示させ、第２時刻修正モードが設定された場合、指針６１に指針２２，２３とは異なる
位置を指示させる場合と比べて、第１時刻修正モードまたは第２時刻修正モードが設定さ
れていることを分かり易く表示できる。
【００７８】
　ユーザーは、タイムゾーン修正操作を行うことで、この操作に連動して第１時刻または
第２時刻を修正できるため、入力装置１６０を操作して指針２２，２３または指針８１，
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８２の表示時刻を目的の地域の時刻に手動で合わせる場合と比べて、操作を簡単にできる
。
【００７９】
　ユーザーは、第１時刻修正モードが設定された場合、指針２１を確認することで、第１
時刻のタイムゾーンデータを把握でき、第２時刻修正モードが設定された場合、指針２１
を確認することで、第２時刻のタイムゾーンデータを把握できるため、タイムゾーンデー
タの修正が必要か否かを容易に判断できる。
　また、指針２１は、最も長いセンター針であるため、タイムゾーンデータを分かり易く
表示できる。
【００８０】
　タイムゾーン設定処理では、Ｓ３７で、指針２２，２３が表示する第１時刻の時分、お
よび、指針８１，８２が表示する第２時刻の時分が更新される。すなわち、第１時刻修正
モードまたは第２時刻修正モードが設定された場合、指針２２，２３，８１，８２は、継
続して運針されるため、ユーザーは、各指針を確認することで、現在時刻を把握しながら
第１時刻または第２時刻を修正できる。
【００８１】
［第２実施形態］
　第２実施形態の電子時計１０Ａでは、指針７１は、指針８１，８２を指示可能に設けら
れている。そして、表示制御部３４０は、第１時刻修正モードが設定された場合、指針７
１に第１時刻における夏時間の設定を表示させ、第２時刻修正モードが設定された場合、
図１３に示すように、指針７１に、指針８１，８２の回転軸を指示させる。
　すなわち、本実施形態では、指針７１が本発明の指示針である。
　なお、本実施形態では、指針６１は、第２時刻修正モードが設定された場合も、曜日を
表示している。
【００８２】
　また、電子時計１０Ａでは、検出装置１７０は、第２時刻修正モードが設定された状態
で、Ａボタン５１が３秒未満押されると、指針７１による指針８１，８２の指示を終了さ
せる指示終了操作を検出し、指示終了操作を検出すると指示終了信号を制御装置３００に
出力する。
　表示制御部３４０は、第２時刻修正モードが設定され、指針７１に指針８１，８２を指
示させた状態で、指示終了操作が行われ、検出装置１７０から指示終了信号が入力される
か、予め設定された指示時間（１～２秒）が経過すると、図１４に示すように、指針８１
，８２を指示していた指針７１に、「ＤＳＴ」または「○」を指示させ、第２時刻におけ
る夏時間の設定を表示させる。
　なお、指示終了操作が行われた場合および指示時間が経過した場合のいずれか一方の場
合にのみ、指針７１に夏時間の設定を表示させてもよい。
　電子時計１０Ａのその他の構成は、第１実施形態の電子時計１０と同様の構成である。
【００８３】
［第２実施形態の作用効果］
　第２実施形態においても、第１実施形態と同様の作用効果を得ることができる。すなわ
ち、第１時刻修正モードが設定された場合、指針７１は、指針８１，８２とは異なる位置
を指示するため、ユーザーは、指針７１を確認することで、第１時刻修正モードが設定さ
れていることを把握できる。また、第２時刻修正モードが設定された場合、指針７１は指
針８１，８２を指示するため、ユーザーは、指針７１を確認することで、第２時刻修正モ
ードが設定されていることを直感的に把握できる。これにより、時刻を修正し易くできる
。さらに、第２実施形態では、次の作用効果を得ることができる。
【００８４】
　ユーザーは、第２時刻選択操作を行った際、指針７１を確認することで第２時刻修正モ
ードが設定されたことを把握でき、その後、指示時間が経過したか指示終了操作を行うこ
とで移動した指針７１を確認することで、第２時刻における夏時間の設定を把握できる。
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　これによれば、夏時間の設定を表示する指針を別途設ける必要がないため、電子時計１
０Ａが備える指針の数を少なくできる。
　また、ユーザーは、指針７１が指針８１，８２を指示した後、指示時間が経過すれば、
入力装置１６０を操作することなく、夏時間の設定を把握できるため、操作を簡単にでき
る。
　また、ユーザーは、指針７１が指針８１，８２を指示した後、指示時間が経過する前に
、夏時間の設定を把握したいと考えて指示終了操作を行えば、直ちに夏時間の設定を把握
できる。
【００８５】
［他の実施形態］
　なお、本発明は前述の各実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　前記第１実施形態では、指針６１は、第２時刻修正モードが設定された場合、指針８１
，８２の回転軸を指示しているが、本発明はこれに限定されない。
　すなわち、指針６１によって指針８１，８２が選択されているとユーザーが判断できる
位置を指示していればよい。
　例えば、図１５に示すように、指針６１の回転軸から指示方向に伸びる直線ＶＬが、指
針８１の先端が描く円ＶＣと交差する範囲の所定位置を指針６１が指示していればよい。
　または、直線ＶＬがサブダイヤル８３の外周縁と交差する範囲の所定位置を指針６１が
指示していればよい。
　この場合も、指針６１が指針８１，８２を指示していることを表示できる。
　なお、前記第２実施形態における指針７１の指示方向についても同様である。
【００８６】
　前記第１実施形態では、第１時刻修正モードが設定された場合、指針６１は曜日を表示
しているが、本発明はこれに限定されない。
　すなわち、指針６１によって指針８１，８２が選択されていないとユーザーが判断でき
る位置を指示していればよい。
　例えば、指針６１は、指針８１，８２の回転領域やサブダイヤル８３とは異なる位置を
指示していればよい。
　また、指針６１は、例えば、指針２２，２３の回転軸を指示してもよい。なお、この場
合は、第２時刻修正モードが設定された際、指針６１に指針８１，８２とは異なる位置を
指示させてもよい。
　なお、前記第２実施形態における指針７１の指示方向についても同様である。
　また、前記第１実施形態において、第１時刻修正モードが設定された場合、指針６１は
、カレンダー情報として、第１時刻に対応する日や月や年を表示してもよい。
【００８７】
　前記各実施形態では、タイムゾーン修正操作が行われることで、第１時刻または第２時
刻が修正されるが、本発明はこれに限定されない。例えば、リューズ５５を回転操作して
、指針２２，２３または指針８１，８２の表示時刻を目的の地域の時刻に手動で合わせて
もよい。
【００８８】
　前記各実施形態では、第１時刻修正モードまたは第２時刻修正モードが設定された場合
、指針２１はタイムゾーンデータを表示するが、本発明はこれに限定されない。すなわち
、第１時刻の「秒」を継続して表示してもよい。
　また、指針２１とは異なる指針が、タイムゾーンデータを表示してもよい。
【００８９】
　前記各実施形態では、第１時刻修正モードまたは第２時刻修正モードが設定された場合
、指針２２，２３および指針８１，８２は継続して運針するが、本発明はこれに限定され
ない。すなわち、停止していてもよい。
【００９０】
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　前記各実施形態において、各指針２１，２２，２３，６１，７１，８１，８２，９１は
、液晶パネル等からなる表示部によって表示された針の画像であってもよい。ただし、こ
の場合は、例えば、指針２１，２２および８１，８２のうち、修正対象の指針を点滅表示
させることもできるため、当該指針が前記各実施形態のように針部材で構成されている場
合の方が、指示針を用いる有用性が高い。
　また、指示針としての指針６１または指針７１は、ディスク上に形成された針形状の印
刷であってもよい。
【００９１】
　前記各実施形態では、２組の時分針が設けられているが、本発明はこれに限定されない
。すなわち、１組以上の時分針が追加して設けられていてもよい。この場合、追加された
各時分針の時刻修正モードが設定されると、指示針は、修正対象の時分針を指示する。
【００９２】
　前記各実施形態では、タイムゾーンデータの修正に連動して、対応する夏時間の設定が
指針７１によって表示されるものではないが、本発明はこれに限定されない。すなわち、
各タイムゾーンデータと夏時間の設定とを記憶しておき、タイムゾーンデータの修正に連
動して、対応する夏時間の設定を指針７１によって表示させてもよい。
【００９３】
　前記各実施形態では、第１タイムゾーンデータ２１６および第２タイムゾーンデータ２
１７は、ＥＥＰＲＯＭ２０２にのみ記憶されているが、本発明はこれに限定されない。
　例えば、第１タイムゾーンデータ２１６および第２タイムゾーンデータ２１７が、ＥＥ
ＰＲＯＭ２０２だけではなく、ＲＡＭ２０１にも記憶される構成としてもよい。
　この場合、タイムゾーンデータの修正中は、タイムゾーンデータをＲＡＭ２０１に記憶
させておき、タイムゾーンデータが確定した際に、タイムゾーンデータをＥＥＰＲＯＭ２
０２に記憶させることで、ＥＥＰＲＯＭ２０２へのアクセスを最小限にできる。
【００９４】
　本発明の電子時計は、時刻表示機能を備えていればよく、ユーザーの腕に装着されて脈
拍を計測する脈拍計や、ユーザーがランニングを行う際などにユーザーの腕に装着されて
現在位置を計測して蓄積するＧＰＳロガー等のリスト型機器であってもよい。
【００９５】
　本発明の電子機器は、腕時計（電子時計）に限定されず、例えば、携帯電話、登山等に
用いられる携帯型のＧＰＳ受信機等、二次電池で駆動されて位置情報衛星から送信される
衛星信号を受信する装置に広く利用できる。
【００９６】
　前記各実施形態では、位置情報衛星の例として、ＧＰＳ衛星１００について説明したが
、本発明はこれに限定されない。例えば、位置情報衛星としては、ガリレオ（ＥＵ）、Ｇ
ＬＯＮＡＳＳ（ロシア）、Ｂｅｉｄｏｕ（中国）などの他の全地球的公航法衛星システム
（ＧＮＳＳ）で利用される衛星が適用できる。また、静止衛星型衛星航法補強システム（
ＳＢＡＳ）などの静止衛星や、準天頂衛星等の特定の地域のみで検索できる地域的衛星測
位システム（ＲＮＳＳ）などの衛星も適用できる。
【符号の説明】
【００９７】
　１０，１０Ａ…電子時計、１６０…入力装置、１７０…検出装置、２１，２２，２３，
６１，７１，８１，８２，９１…指針、２１４…第１表示用時刻データ、２１５…第２表
示用時刻データ、２１６…第１タイムゾーンデータ、２１７…第２タイムゾーンデータ、
３３０…モード設定部、３４０…表示制御部、３５…都市情報、３５０…タイムゾーン設
定部、３６０…時刻修正部、４５…時差情報、４６…タイムゾーン表示、５１…Ａボタン
、５２…Ｂボタン、５５…リューズ。
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